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ABSTRAK 

Siva Azzahra. 2025. Analisis Pembentukan Kata Ragam Bahasa Anak Jepang. 

Skripsi. Program Studi Pendidikan Bahasa Jepang. Fakultas Bahasa dan Seni. 

Universitas Negeri Jakarta. 

 

Tujuan penelitian ini adalah untuk mengetahui proses pembentukan kata yang 

terjadi pada kosakata bahasa anak Jepang beserta dengan faktor yang 

melatarbelakanginya berdasarkan perkembangan bahasanya. Kosakata yang 

diucapkan oleh anak tidak jarang memiliki bentuk yang berbeda dari yang 

digunakan oleh orang dewasa. Namun, penelitian yang membahas mengenai proses 

pembentukan kata beserta dengan faktor pembentukan pada setiap katanya masih 

belum banyak. Oleh karena itu, penelitian ini dilakukan untuk membahas secara 

morfologis dan morfofonemik kata dalam bahasa anak Jepang, serta faktor yang 

melatarbelakangi pembentukan kata tersebut. Data disajikan secara deskriptif 

kualitatif yang menggunakan metode simak dengan teknik lanjutan catat dalam 

pengumpulannya, dan menggunakan metode agih dan metode padan dalam 

analisisnya. Berdasarkan analisis yang telah dilakukan, ditemukan bahwa proses 

pembentukan kata yang terjadi pada beberapa kata dalam bahasa anak Jepang 

adalah proses afiksasi, reduplikasi, komposisi, pemendekan, dan peminjaman. Pada 

proses pembentukan yang terjadi juga ditemukan munculnya proses morfofonemik 

berupa pelesapan dan penyingkatan kata. Kemudian, pembentukan kata tersebut 

cenderung dilatarbelakangi oleh pembiasaan terhadap hasil peniruan, serta 

kemampuan kognitif anak. Hasil penelitian ini diharapkan dapat menambah 

wawasan pembelajar bahasa mengenai ragam bahasa anak Jepang. 

 

Kata Kunci: Pembentukan Kata, Bahasa Anak, Perkembangan Bahasa 
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ABSTRACT 

Siva Azzahra. 2025. An Analysis of Word Formation Processes in Japanese Child 

Language. Undergraduate Thesis. Japanese Language Education Department. 

Faculty of Language and Arts. Universitas Negeri Jakarta. 

 

The aim of this research is to examine the word formation process that occurs in 

Japanese children's vocabulary and the factors influencing these processes based on 

language development. The vocabulary spoken by children often differs in form 

from the word that is used by the adults. However, limited research has explored 

the word formation processes along with the underlying factors specific to the 

words used by children. Therefore, this research was to investigates 

morphologically the words in Japanese children's language which are the result of 

word formation, as well as the factors behind the formation of these words. The 

data is presented in a qualitative descriptive manner using the listening method with 

advanced note-taking techniques in the data collection, and using the distributive 

analysis method and identity analysis method in the data analysis. The analysis 

revealed that the word formation processes in several words in Japanese children's 

language include processes in form of affixation, reduplication, composition, 

shortening and borrowing. It was also found that in the word formation process, 

morphophonemic processes were observed, specifically in the form of elision and 

phoneme shortening. Additionally, the formation of these words tends to be 

motivated by habituation resulting from imitation and the child's cognitive 

development. It is hoped that the results of this research will enhance language 

learners' understanding of the diversity within Japanese children's language. 

 

Keywords: Word Formation, Child Language, Language Development
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日本の幼児語における語形成の分析 

ジャカルタ国立大学 

シヴァ・アッザーラ 

sivazzahraa11@gmail.com 

概要 

A. 背景 

言語において、言語変種がある。言語変種とは年齢、性別、社会階

層などをもとにして分類できる、社会における状況と立場に応じて異

なる言語を使用することである（Chaer & Agustina 2010）。言語変種の

１つは年齢をもとにして言語がある。一般的に話者の年齢をもとに、

言語変種は老人、若者、子供が使用する言語であるの 3 つに分けてい

る。これらの言語変種は子供が使用する言語を含めて特徴がある。 

Damaiyanti (2008) によると、子供たちは特徴をもとにして、乳児

（０歳～１歳）未就学児童（2 歳～５歳）、就学児童（ ６歳～１２

歳）、青年期（１３歳～１８歳）の 4 つの年齢層に分けているという

ことである。その未就学のこどもは幼児と呼ばれている。幼児は、独

特の成長と発達の時期にある。その年齢層において、言語能力はもう

発達しているということである（Mansur 2011）。幼児が使い言語は幼

児語を呼ばれている。 

幼児の言語発達は 2 半歳から４半歳までの年齢層になると急速に進

む (Chaer 2009)。また、Clark によると(Chaer 2009を引用して)２歳から

６歳までの子供は新しい言葉を発明する傾向にあると述べている。こ

のように、幼児の言語能力は周囲から聞いたり、受け取ったりするこ

とを模倣することで発達中であるため、使用する言語には独特の形式

や特徴が見られることがある。 
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幼児語の１つの独特には、使用する言葉である。その言葉は彼らの

言語習得の結果、語形成をもう経たことがある。したがって、彼らの

使用する言葉は言語能力がより完璧な大人の言葉と少し異なることを

考えている。 

語形成は、基本形からいくつかの過程を通じて語を形成する過程で

ある。その語形成における過程は、接辞付加、畳語、短縮、および派

生の変更である(Chaer 2008)。 

幼児語における語形成は、音韻学の一部であるの単語の音にも関

連していることがよくある。語形成による音韻の変化に関連するプロ

セスは形態音韻論を呼ばれている(Chaer 2008)。Chaer (2009) によると、

子供たちが自分の能力に応じて独自の単語構造を作成する傾向がある

ため、単語の音の変化を受けると述べている。 

すべての言語において、日本語を含めて、語形成を通じている幼児

語がある。日本の幼児語も初期段階の言語発達の幼児を話されている。

幼児が話した言葉が幼児語とみなすかどうか決定することにおける基

準がいくつあるのである(Dardjowidjojo 2003)。基準の１つは幼児の発

見する言葉が少なくとも大人が話した言葉に近い形をしている。なお、

その言葉は基本語の元の意味と結び付けることができる。 

上記の説明に基づいて、以下は筆者が見られる日本の幼児語の例で

ある。 

幼児語 基本語 

めんねえ ごめんね 

ブタさん ブタ 

おまめ まめ 

前述の言葉の例からには、日本語に語形成した幼児語があることを知

られる。「めんねえ」は「ごめんね」の短縮形の言葉であり、「ブタ

さん」と「おまめ」は単語に接頭辞と接尾辞を付加する結果の形であ

る。 
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他の語形と語形成がありが見出される語が存在するのではないであ

ろうか。したがって、筆者は日本の幼児語における語形成について知

ることに興味を有するのである。その上で、幼児語の語形成における

影響を与える要因にも分析したいことである。そうすることで、筆者

は幼児語にどのような語形であり、語形成であり、影響を与える要因

があるのか、知ることもできる。また、本稿に通じて、日本語には幼

児語の語形成とどのような幼児語があるのか理解が得られることが期

待されている。 

  

B. 問題提供 

背景に基づいて、この研究の問題提供は次の通りである： 

1. 日本の幼児語の幼児語における語形成はどのようなものであろうか。 

2. 日本の幼児語の幼児語の語形成における影響を与える要因はどのよ

うなものであろうか。 

 

C. 結果と検討 

本稿において、研究結果は定性的記述法を使用している。そして、

データ収集に使用される方法は「Metode Simak」における「Teknik 

Catat」である。データ分析は「Metode Agih」における「Teknik Bagi 

Unsur Langsung」を用いる。また、対照的の分析も使用される。 

データは Youtubeのビデオにおける 2歳から 5歳までの使用言葉か

ら収集される。分析されたデータの合計は 20データである。 

日本の幼児語は Tsujimura（2007）の語形成の理論と Suzuki (1975) 

で分析された。Tsujimura によると、語形成は接辞付加、複合、畳語、

短縮、借用を分かっているそうである。Suzuki によると、形態音韻論

における音韻脱落、音韻縮約、音韻交替、音韻転換、音韻添加、音韻
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融合を分かっているそうである。または、語形成の影響を与える要因

は Skinner（1948) と Vygotsky（1978) の子供の言語発達の理論で分析

された。 

データの分析の結果に基づいて、日本の幼児語における語形成は

次の通りである： 

語形成 データ

量 

幼児語 基本語 語形成の要因 

接辞付加  

 

3 

おトイレ トイレ 習慣化 

カバさん カバ 習慣化 

ウサギちゃ

ん 

ウサギ 習慣化 

畳語  

 

 

 

 

7 

ねんね ねる 習慣化 

おてて て 習慣化 

おめめ め 習慣化 

ワンワン ワン 習慣化 

ペロペロ ペロリ 習慣化 

とんとん とん 習慣化 

フーフー フー 習慣化 

短縮  

 

3 

ギュ ギュット 習慣化 

あがと ありがとう 習慣化 

と 

幼児の能力 

おこんの おこるの 習慣化 

と 

幼児の能力 

借用  

 

4 

フルーツ Fruit 習慣化 

バイバイ Bye 習慣化 

イエス Yes 習慣化 

ジャンプ Jump 習慣化 

音韻脱

落 

 

 

1 
あそでる あそんでいる 習慣化 

と 

幼児の能力 

 

 

音韻縮約 

 

 

2 

あたまる あたま＋あらう 習慣化 

と 

幼児の能力 

すっぱまい すっぱい＋あま

い 
習慣化 

と 

幼児の能力 
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以上の日本の幼児が話した幼児語について分析から、そのうちの 3

データは接辞付加、3データは複合、7データは畳語、4データは短縮、

3 データは借用が分かっている。また、その語形成における音韻縮約

のプロセスが見つかった。 

子供たちが語形成の影響を与える要因は、両親と行う模倣や相互作

用からの習慣化要因の影響であり、子供の能力要素に影響されること

も分かっている。 

D. 結論 

本研究のデータの分析に基づいて、日本とインドネシアの幼児語の

語形成は次のように結論付けることができる。結論は次の通りであ

る： 

日本の幼児が使用する幼児語の語形成は接辞付加、複合、畳語、短

縮、借用が明らかになっている。その上で、その語形成において、

音韻脱落と音韻縮約という形態音韻論のプロセスが生じるプロセス

も発見された。 

影響を与える要因を分析に基づいて、本稿に見つかる幼児語の語形

成の要因は、大体のプロセスは子供が両親と行う模倣や相互作用か

らの習慣化要因の影響を受ける。それに、子供の能力要素にも影響

される語形成もあることが明らかになっている。 
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